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5.介在物寸法を調べた結果，板厚 20mm の試験片では，2.4～10.6mm，板厚 10mm
の試験片では，2.8～15.8mm であり，極値統計により推定した最大介在物寸法（板
厚 20mm では 10.8mm，板厚 10mm では 15.8mm）よりも小さい介在物がき裂起点
となっていた．これは，介在物は試験片表面に接しており，試験片表面への露出
の程度や，介在物の形状により，応力拡大係数 K が影響を受けるので，必ずし
も介在物の大きさだけで，き裂起点が決まるわけではないことが原因である． 
 
